
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市地域公共交通計画 

（改定案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ４ 年 ３ 月 

変更 令 和 ６ 年  月 

広 島 市 

資料１ 別冊 



 

 

 

         

 

 

 

 

第Ⅱ部 公共交通体系を実現するための施策 

 

 

 

 

 

修正なし 
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都心

郊外部

デルタ周辺部

都心

郊外部

デルタ周辺部

交通拠点交通拠点

⑤利用環境の向上

④基幹バスの
機能強化

過密な都心路線

長大な郊外路線

紙屋町 広島駅

サービスレベルが低い地域

①都心における路線の効率化

②郊外部における
路線の効率化

③サービスレベルが低い地域
における交通の確保

紙屋町 広島駅

第１章 機能強化策 

１ バスネットワークの再構築 

本市においては、各方面から都心に向けて、様々な路線が運行されており、都心部、特に、広島駅・紙

屋町間では、多くの路線が集中し過密な状況となっています。一方、郊外部では、サービスレベルが低

い地域も存在しています。 

こうした状況を解消していくため、都心において路線を効率化するとともに、それにより生じた余裕

を、一定の輸送需要が期待できるにも関わらずサービスレベルが低くなっている地域にまわすなど、バス

ネットワークの再構築に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都心と郊外部を結ぶ路線

都心内及び都心とデルタ周辺部を結ぶ路線

現況 再編後 

図-45 ネットワーク再構築の概念図 

地域公共交通

再編により機能強化する路線

修正なし 
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乗合バス事業は人口減少・少子高齢化やモータリゼーションの進展等により厳しい経営環境にあるこ

とに加え、コロナ禍を契機とした人々の行動の変容による収支の著しい悪化や運転手不足の深刻化など

の様々な要因により、これまでどおりの各事業者単独での経営努力では、安定的・継続的なバスの運行

や、将来に向けた事業改善が困難な状況になっています。 

こうしたことから、令和４年度にバス事業者８社、学識経験者及び本市等で構成する検討会議におい

て、持続可能性と利便性の高い乗合バス事業の構築に向けて検討を重ねた結果、「官民それぞれの強みを

組み合わせる共創により全体最適化を図る共同運営システムの構築が必要」とされたことから、極めて

厳しい状況にある乗合バス事業について、「広島型公共交通システム」のモデルケースとなるべく、新た

な連携体制としての共同運営システムを構築し、事業の再構築に取り組みます。 

 

＜共同運営システム（広島モデル）のイメージ図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

変更（新規） 

共同運営システムによる乗合バス事業の再構築 

 

① 協調・共創プラットフォーム（仮）の下、官民一体でバス事業全体を再構築 

② まちづくりの観点を踏まえたサービス水準に基づきバスを運行する事業者に対し、

手厚い支援を実施 

“広島モデル”の特徴 

※「共同運営システムによる乗合バス事業の再構築に
向けた基本方針」から引用 

（「共同運営システムによる乗合バス事業の再構築に向けた基本方針（令和６年２月）」引用） 
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■バス路線の新設 

路線の効率化によって生じた車両や運転手を活用し、一定の輸送需要が期待できるにも関わら

ずサービスレベルが低くなっている地域に、新たなバス路線を導入します。 

 

 計画期間内の取組  

路線の効率化に併せ、サービスレベルが低い地域等においてバス路線の新設に

取り組みます。 
 

 
 

■補助系統の確保維持（地域内フィーダー系統） 

【目的・必要性】 

郊外部の住宅団地や中山間地域等の公共交通サービスが十分に行き届いていない地域におい

て、高齢者をはじめとする地域住民の誰もが安心して生活し続けられるよう、平地部の幹線交通

や医療機関・商業施設等への移動手段を確保することが課題となっています。 

こうしたことから、地域住民の日常生活を維持するため、地域公共交通確保維持改善事業費補

助金（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金）を活用し、地域内フィーダー系統の維持・

確保を図る必要があります。 
 

【定量的な目標・効果】 

地域内フィーダー系統を維持することにより、地域住民の移動手段を確保するとともに、地域

主体の生活交通が持続可能なものとなることを目指します。 
 

【目標を達成するために行う事業及び実施主体】 

 定期的に意見交換や情報共有を行うとともに、適宜利用者アンケート等を実施し、利用者のニ

ーズを踏まえながら、地域住民、運行事業者及び広島市等が参画する各地域の協議会等において

利用促進策を検討します。 
 
【候補路線】路線バス及び地域が主体となって導入した乗合タクシー 
 
【補助対象路線】P84 「地域公共交通確保維持事業の補助対象路線等一覧」に掲載。 
 

 計画期間内の取組  

地域住民、運行事業者、広島市等が連携し、地域住民の日常生活に不可欠な 

地域内フィーダー系統の維持・確保に取り組みます。 

 

 

変更（文言修正） 

※補助対象路線を巻末に記載することに伴う表現記載内容の修正 
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８ 地域公共交通確保維持事業の補助対象路線等一覧 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※車両減価償却費等補助を活用 

交通機関 
路線名又は

運行地区 
運行形態 実施主体 運行会社 

地域公共交通

確保維持事業 

路線バス 

今吉田線 路線定期 広島交通㈱ 広島交通㈱    ●※ 

阿戸線 路線定期 朝日交通㈱ 朝日交通㈱    ●※ 

乗合タク

シー 

安佐北区口田地

区 
路線定期 

やぐちおもいやり

タクシー活性化協

議会 

㈲やぐちタクシー    ● 

安芸区中野・中

野東地区 
路線定期 

中野・中野東地区

乗合タクシー運行

支援協議会 

㈲中野タクシー    ● 

安佐南区大塚西

地区 
路線定期 

大塚・伴南地区生

活交通支援協議会 
㈱フォーブル    ● 

安佐北区可部・

亀山地区 
路線定期 

福王寺不動坂らく

らくタクシー活性

化協議会 

㈲カオル交通    ● 

東区福田地区 路線定期 
福田地区生活交通

対策協議会 
つばめ交通㈱    ● 

変更（新規） 

※補助対象路線の一覧表を追加 


